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問題の把握

平成25年５月に、２学年男子生徒から「同じホームルームの男子生徒からいじめを受けている」

との訴えがホームルーム担任にあった。生徒指導部と学年団を中心に対応していたところ、当該

生徒が住む町内の駐在所の警察官から、当該生徒の母親からいじめについての相談を受けている

との連絡が学校にあった。教頭とホームルーム担任が駐在所と連携し、警察官から母親の訴えの

内容を確認し状況を把握した。

対応状況

○関係図及び対応図

○対応の経過

いじめの問題を速やかに解消するためのポイント

・早期に対応方針を定め、迅速に対応するために管理職を中心とした組織的な対応が必要。

・外部機関との連携を活用しながら、学校が主体となって問題解決に取り組むことが重要。

認知したいじめを速やかに解消した事例13（高等学校第２学年男子）

～警察との連携による対応～

家庭

（加害生徒）

【教員集団】

◆学年団と生徒指導部が連携

してＨＲ担任をサポート

※全教職員による面談など

ＨＲ

担任

学年団の

教員

生徒指導部

【警察（駐在所）】

◆保護者への相談対応

◆学校への情報提供

※基本的に対応は学校であ

ることを保護者に助言

警察官

【管理職】

◆状況確認

や指示、

外部対応

校長

教頭

◆当該生徒からの訴え

◆警察からの情報

◆関係生徒からの

聞き取り

【対応方針】

◆管理職を中心とした組織的な対応

◆警察と連携した学校主体の対応

◆被害生徒のケア及び支援

◆加害生徒への適切な指導及び今後の学校生活の支援

◆家庭への十分な説明と連携

◆全校生徒へのいじめ撲滅に向けた指導

◆生徒の観察

◆生徒理解の推進（「ほっと」

の活用、面談週間の設定）

◆生徒主体のいじめ防止活動の

充実

◆家庭との連携強化

家庭

（被害生徒）

状況の把握 対応方針の決定と迅速な対応体制 事後の対応と未然防止

生徒Ａ

（加害）

生徒Ｂ

（被害）


